




	日程
	時 間
	テーマ
	講　師（敬称略）

	７
月
５
日
(土)
	14:00～

15:30
	思春期青年期のひきこもり

－不登校を中心に－
	恩賜財団母子愛育会附属愛育病院
齊藤　万比古

	
	15:45～
17:15
	社会文化的視点からみた
現代の思春期青年期
	筑波大学医学医療系社会精神保健学　教授
斎藤　　環

	７　月
６
日
(日)
	 9:00～
10:30
	現代思春期論と精神療法
	三田精神療法研究所　所長
牛島　定信

	
	10:45～
12:15
	思春期青年期の自傷と依存症
	国立精神・神経センター自殺予防総合対策
センター自殺実態分析室長   松本　俊彦

	
	12:15～13:15
	（昼　食）各自でお取り願います

	
	13:15～
14:45
	思春期の暴力をめぐって
	関東医療少年院
桝屋　二郎

	
	15:00～
16:30
	摂食障害の現在　－病態、治療－
	自由が丘髙木クリニック　院長
髙木　洲一郎


　　　※時間割・テーマ等については、多少内容が異なる場合があることをお含みおきください。
№14308【訂正】








２０１４年度　子ども・専門講座 ８
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２０１１年度　児童思春期講座２





　





現代の思春期・青年期を考える





期　　日：201４年 ７月 ５日（土）・６日（日）


受講対象：小児科医師、精神科医師、臨床心理士、助産師、保健師、保育士、教師、


社会福祉関係者など各機関・現場で子どもに関わる専門家および興味のある方々


定　　員：80名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：１２,０００円 （税込み）　※昼食は各自でお取り願います


会　　場：明治安田こころの健康財団　講義室　（※ 詳細地図は受講証に添付いたします）


東京都豊島区高田３-１９-１０　　 03-3986-7021


	ＪＲ山手線・西武新宿線・東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約７分


主　　催：公益財団法人　明治安田こころの健康財団 





　子どもたちは、かつて、小学校高学年になると大人たちを二階に上げて、自分たちだけの世界を作るというギャング集団（同性同年輩集団）を形成して思春期を出発させていた。そして、異性関係はずっと後の大学生になってからということになっていた。ところが、時の経過とともに、この発達コースが壊れ始め、最近では、仲間集団は、暴力（イジメ）に汚され、異性関係は小学校高学年に始まるという状況を迎えている。これに呼応するかのように自傷行為、引きこもりの頻発である。


　ここらあたりで思春期の発達を新しい視点で見直し、新しい事態をどう理解し、新しい病態にどう取り組んでいくかを考えるのも意義あることではないか。臨床現場に侵入してくる病態だけではなしに、一般の思春期の子どもたちのあり様まで視野に入れた講師陣にご登場を願った。参加のみなさんとの対話が生まれればと願っている。　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【三田精神療法研究所　牛島定信】





プ　ロ　グ　ラ　ム





　





※ 時間割・テーマ等については、多少内容が異なる場合があることをお含みください。














